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低下が認め られ た .

B A D S ( 遂行機能障害症候群の 行動 評価) : 正

常下限の 成績

R B A N S : 言 語性の 遅延 再生 の 著 し い 障害が認

め られた .

【考察】病歴や 検査所見より本症例 は左 前頭菓

を中心と した損傷により遅延再生 に限定 した記憶

障害, 実行機能障害及び情動制御 の 障害を呈 した

と考えられ る . 職場等で の 著 しい機能低下 にも関

わ らず, W AIS - R , H D S - R で は機能低下 を反 映

する所見 はま っ たく得られなか っ た . ま たより実

生活 に 近 い と さ れ る B A D S 等の 検 査 に お い て も

障害を十分 に反映 して い ると は言 い 難く, 前頭葉

損傷の症状把握 の 困難 さを示す症例 で あ っ た .

3　Qu e t i a p i n eにより陽性・陰性両症状と薬剤

性高P R L血症が改善した統合失調症の1例
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統合失調症 の 治療に は抗精神病薬が用 い ら れる

が , 特に初回 エ ピ ソ ー ドにお い て は非定型抗精神

病薬が第
一

選択薬と して位置づ けられて い る . 覗

荏 , 非定型抗精神病薬の 中で 日本 に お い て使用で

きる もの に は ri s p e rid o n e , p e r o s pi r o n e , q u eti a p -

i n e
,
ol a n z api n e が あり, 従来の 定型抗精神病薬に

比べ て D 2 レ セ プ タ ー に対 する親和性は低く , 5
-

H T 2 レ セ プタ ー

に高い 親和性を示す. その ため陽

性症状の み で なく陰性症状 にも高い効果を示すと

言 われて い る . そ の 中で も q u e ti a pi n e は他の 非定

型 抗精神病薬に比較 して も, D 2 レ セ プタ
ー

へ の

親 和性が低い た め錐体外路症状 が 出現 しにくく ,

血中 P R L 濃度 を上 昇させ な い と い う特徴が あ る

と報告され て い る. 今回, 我々 は risp e rid o n e 投与

で は陽性 ･ 陰性症状 の改善が十分で なく, 薬剤性

の 高 p R L 血症 を呈 し た統合失調症 の 患者 に対 し,

q u eti a pi n e へ の 置換が有用 で あ っ た症例 を報 告す

る .

本症例は 1 8 歳 の 女性で, 入 院当初は体感封覚

の た め食事が 摂れず解体症状も著明であ っ た . ま

た意欲の 低下, 感情の 平板化, 思考 の 貧困化な ど

の 陰性 症 状 も 認 め ら れ た . ま ず ri s p e rid o n e

( M a x 6 m g / 日) に より治療を開始 した が , 症状

の改 善が ほ と ん どみ られず, 薬剤性の 高 P R L 血

症 ( 1 42 n g / m l) を認 め た . そ の た め q u e ti a pi n e

( M a x 30 0 m g / 日) へ の置換を行な っ た と ころ, 体

感封覚が消失 し食事を取れ るよう になり, また解

体症状も改善した . 陰性症状も次 第に改善を認 め,

他恩と の 交流を認め られるように なり活動性が高

ま っ た . 血中 p R 上溝度 も正常値まで低下 し, 他の

副作用 が出現する こ と もなか っ た . その 後も状態

は安定 して おり, 積極 的に外泊を繰り返すように

な り, 退院と な っ た .

4　顕著な陰性症状にペロスピロンが有効であっ

た統合失調症の 1 例
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P e r o s pi r o n e と ri s p e ri d o n e は 共 パ ミ ン

( D 2) 受容体遮断作用 に 加 えて セ ロ ト ニ ン ( 5 -

H T 2) 受 容体 遮 断作 用 を併 せ 持 つ s e r o t o ni n -

d o p a m i n e a n t a g o ni st ( S D A) と して分類される新

規 の 抗精神病薬であり, 統合失調症の 陽性症状 の

み な らず, 陰性症状 にも有効性が高 い と されて い

る . ま た
,
h al o p e rid ol の ような従来の抗精神病薬

と比較 して, 錐体外路系副作用 が少ない とい う特

徴を持 っ て い る .

今回我 々 は ri s p e rid o n e 投与中に陰性症状 の 悪

化を きた し, p e r o spi r o n e へ の 置換が そ の 改 善に

有 効で あ っ た統合失調症 の 1 症例を経験 し た の

で
, B P R S の 陰性症状の 項目の 評価をふ まえ, 若

干の 考察を加 えて報告する .

症例 は 43 歳 の 女性 . X - 2 3 年 (2 0 歳時) に発

症 し h al o p e rid ol や c bl o r p r o m a zi n e など の 薬物療

法 によりほ ぼ寛解状態 に至り, 文章校正 の 仕事に


